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《
三
位
一
体
の
改
革
と
地
方
財
政

対
策
》

　

三
位
一
体
の
改
革
の
本
旨
は
、

「
地
方
の
権
限
と
責
任
を
拡
大

し
、
市
民
の
皆
様
が
必
要
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
地
方
が
自
ら
の
責
任

で
自
主
的
・
効
率
的
に
選
択
す
る
、

地
方
分
権
の
た
め
の
改
革
」
に
あ

り
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
動
や
地
方

行
財
政
制
度
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
行
財
政
改
革
を
積

極
的
に
推
進
し
、
行
財
政
運
営
の

基
盤
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

《
本
市
の
財
政
状
況
》

　

我
が
国
の
経
済
は
、
緩
や
か
な

回
復
を
続
け
て
い
く
も
の
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い

て
は
、
基
幹
収
入
で
あ
る
市
税
が

伸
び
悩
む
等
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
は
、
人
件
費
等

の
経
費
削
減
や
合
併
に
伴
う
財
政

支
援
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

比
較
的
安
定
し
た
行
財
政
運
営
を

確
保
し
て
き
ま
し
た
が
、
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
り
、　

億
円
を
超

１３

え
る
財
源
不
足
が
解
消
さ
れ
な
い

ま
ま
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た

め
内
部
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
に
伴
う
自
然
増
や
新

た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
が
加
わ

り
、
基
金
の
追
加
取
り
崩
し
に
よ

り
財
源
を
捻
出
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成　

年
度
予
算
の
概
要

１７

　

総
合
計
画
に
掲
げ
た
理
念
の
着

実
な
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
行

財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
自
律
し

た
財
政
基
盤
の
確
立
と
政
権
公
約

に
掲
げ
た
政
策
目
標
の
実
現
に
向

け
、
確
か
な
道
筋
を
し
る
す
た
め

の
予
算
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
総

１７

額
は
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス　

億
５３

２
千　

万
円
、
８
・
８�
減
の　

３００

５４８

億
３
千　

万
円
と
し
ま
し
た
。
本

７００

年
度
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
増

加
に
伴
う
歳
出
増
加
の
傾
向
が
あ

っ
た
も
の
の
、
一
般
行
政
経
費
に

つ
い
て
は
、
経
常
経
費
の
削
減
を

推
し
進
め
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年

度
比
０
・
５�
増
の
２
億
５
千　
２３３

万
５
千
円
増
と
、
実
質
的
に
は
、

従
来
と
比
較
し
て
緊
縮
的
な
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成　

年
度
の
主
要
な
取
り
組

１７

み
　

平
成　

年
度
の
主
要
な
施
策
に

１７

つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
事

業
を
中
心
に
、
政
権
公
約
の
体
系

に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

《
基
本
的
な
考
え
方
》

　

今
年
度
は
、
政
権
公
約
に
掲
げ

た　

の
政
策
目
標
と
基
本
理
念
で

４２
あ
る
「
夢
や
希
望
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
西
東
京
市
」「
生
き
活
き
と

暮
ら
せ
る
西
東
京
市
」「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
西
東
京
市
」
の
実
現
に
向

け
、
そ
の
基
礎
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
閉
塞
的
に
な
り
つ
つ
あ

る
本
市
の
財
政
環
境
を
打
破
す
る

た
め
、
既
存
の
政
策
を
整
理
（
ス

ク
ラ
ッ
プ
）
し
、
そ
こ
で
得
た
財

源
を
新
し
い
政
策
に
充
当
（
ビ
ル

ド
）
す
る
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

《
基
本
的
な
政
治
姿
勢
》

　

す
で
に
、
３
期　

年
を
期
限
と

１２

す
る
多
選
自
粛
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
市
長
車
を
廃
止
し
ま

し
た
。
市
長
車
の
廃
止
は
、
車
両

売
払
収
入
だ
け
で
な
く
、
人
件
費

縮
減
や
維
持
管
理
費
等
の
面
に
お

い
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
長
を
は
じ
め
、
常

勤
特
別
職
と
教
育
長
の
退
職
金
を

削
減
す
る
特
例
条
例
制
定
を
本
定

例
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

《
情
報
公
開
・
市
民
参
加
・
説
明

責
任
》

　

今
年
度
は
、
予
算
編
成
過
程
の

情
報
公
開
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
財
政
白
書
を
作
成
し
、
本
市

の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

《
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
》

　

ま
ち
づ
く
り
の
理
想
的
な
姿
と

し
て
、
心
地
よ
い
生
活
空
間
や
地

域
の
個
性
を
生
か
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北

口
の
整
備
構
想
の
策
定
と
、
都
市

計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
の
測

２１

量
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
に
つ
い

て
も
関
係
者
協
議
を
進
め
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
整
備
を
検

討
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
特
性
に
応
じ
た
、

き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
る

た
め
、
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成

手
続
に
関
す
る
条
例
を
本
定
例
会

に
上
程
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
高

さ
規
制
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
考

え
方
等
を
取
り
入
れ
る
「
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
つ
い
て
も
、
制
定

に
向
け
準
備
を
開
始
し
ま
す
。

　

保
谷
駅
南
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
の
利

便
性
向
上
と
快
適
な
住
環
境
、
交

通
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
な

お
、
保
留
床
取
得
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
修
正
案
に
つ
い
て
費
用
面

を
含
め
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
こ

れ
ま
で
の
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
を
継

続
す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
新
た
な
財
政
負
担
を
抑
え

な
が
ら
、
早
期
事
業
達
成
に
向
け

取
り
組
み
、
再
開
発
ビ
ル
内
に
導

入
す
る
図
書
館
・
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
十
分

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の

進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
も
説
明

責
任
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
保

谷
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

ま
す
。

《
子
育
て
、
健
康
長
寿
の
推
進
》

　

少
子
化
対
策
は
、
国
と
地
方
公

共
団
体
共
通
の
緊
急
課
題
で
す
。

特
に
近
年
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

が
著
し
い
本
市
に
は
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
北
原
児
童
館
と
み

ど
り
保
育
園
の
建
て
替
え
工
事
お

よ
び
田
無
保
育
園
の
建
て
替
え
に

向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な

る
施
設
の
老
朽
化
の
解
消
だ
け
で

な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

機
能
面
で
の
充
実
を
図
り
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
視
野
に
整
備
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
施
策
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
住
吉
福
祉
会
館
の
建

て
替
え
に
合
わ
せ
「（
仮
称
）
こ
ど

も
の
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
整

備
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
が
、
利
用
者
や
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

建
て
替
え
に
向
け
た
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
認
証
保
育
所
１
か

所
を
新
た
に
誘
致
す
る
ほ
か
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
の
利
用
時
間
拡
大
や
、
児
童
虐

待
防
止
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
る
等
、
施
策
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

一
方
、
急
速
に
進
む
高
齢
社
会

対
策
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康

で
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
施

策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
で

支
え
る
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
に
重

点
を
置
い
た
施
策
の
展
開
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
人
材
育
成
と
支
援

を
進
め
、
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点

整
備
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
８
か
所
目
と

な
る
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
身
近
な
地
域
で

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
総
合
相
談

や
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
さ
さ
え
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
新
た
に
２
か
所

整
備
し
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
で
は
、
知
的
障
害

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
２
か
所
整

備
し
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
施
策
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
２
か
所

あ
る
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
生

か
し
な
が
ら
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
、
施
設
機
能
の
改
善
に
向
け

た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
施
策
で

は
、
各
種
検
診
事
業
や
健
康
教
育

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
小

児
の
準
夜
（
午
後
７
時　

分
〜　

３０

１０

時　

分
）
に
お
け
る
初
期
医
療
に

３０
対
応
す
る
た
め
、
５
市
医
師
会
の

協
力
を
得
て
、
近
隣
４
市
に
よ
る

平
日
小
児
救
急
医
療
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や

健
康
づ
く
り
の
拠
点
の
一
つ
で
あ

る
福
祉
会
館
で
は
、
住
吉
福
祉
会

館
の
建
て
替
え
に
向
け
た
実
施
設

計
を
行
う
一
方
、
隣
接
す
る
都
有

地
を
購
入
し
、
建
設
地
と
周
辺
道

路
の
確
保
等
、
環
境
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

な
お
、
住
吉
福
祉
会
館
の
建
て

替
え
で
は
、（
仮
称
）
こ
ど
も
の
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
女
性
セ
ン
タ

ー
を
併
設
し
、
世
代
を
超
え
た
交

流
が
可
能
な
施
設
機
能
を
検
討
し

ま
す
。

《
み
ど
り
の
創
造
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
》

　

４
月　

日
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル

２９

的
公
園
で
あ
る
「
西
東
京
い
こ
い

の
森
公
園
」
が
緑
町
に
開
園
し
ま

し
た
。
こ
の
公
園
は
、
皆
様
の
憩

い
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
や
環
境
の
学
習
機
能
や
災
害

時
の
防
災
機
能
を
備
え
て
お
り
、

開
園
後
の
事
業
展
開
等
に
つ
い
て

も
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ

る
公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し

て
注
目
さ
れ
る
下
野
谷
遺
跡
に
つ

い
て
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
懇
談

会
の
整
備
構
想
を
踏
ま
え
、
公
園

化
に
向
け
用
地
取
得
と
実
施
設
計

を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
移
転
の
方
針
が
決
定

し
て
い
る
東
大
農
場
に
つ
い
て

は
、
市
民
参
加
に
よ
る
検
討
組
織

を
設
置
し
ま
す
。

　

一
方
、（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
建
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
機

能
に
つ
い
て
、
改
め
て
市
民
の
皆

様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
再
検
証
す

る
た
め
、
建
設
工
事
着
手
を
１
年

延
伸
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

《
防
災
・
防
犯
等
と
地
域
の
底
力
》

　

昨
年
は
、
自
然
災
害
が
多
発
し

た
年
で
あ
り
、
い
つ
で
も
起
こ
り

う
る
自
然
災
害
へ
の
日
ご
ろ
の
備

え
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
災
害
時
の
生
活
用
品
や
医

薬
品
等
の
整
備
と
こ
れ
を
保
管
す

る
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
等
、
災

害
対
策
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
初
期
段
階
の

迅
速
か
つ
円
滑
な
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民

防
災
組
織
の
拡
充
に
努
め
、
中
学

校
区
単
位
の
防
災
組
織
の
充
足
度

を
調
査
し
、
中
学
校
区
単
位
で
の

防
災
訓
練
実
施
に
向
け
組
織
体
制

を
検
討
し
ま
す
。

　

加
え
て
本
年
度
は
、
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
と　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
世
帯
等
を
対
象
と
す
る
家
具
等

転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け
事
業
を

拡
充
し
ま
す
。

　

災
害
は
自
然
災
害
に
限
ら
ず
、

犯
罪
や
事
故
、
感
染
症
等
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
潜
在
し
て
い
ま
す
。

突
然
の
事
故
等
へ
の
支
援
活
動
に

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

必
要
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
育
成
お
よ
び
活
動
を
支
援
し
、

「
地
域
の
底
力
」
が
発
揮
で
き
る

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

《
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化

振
興
》

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

施
策
に
つ
い
て
は
、
教
育
環
境
整

備
と
教
育
内
容
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
と
し
て
、
平

成　

年
度
開
校
を
目
指
し
、
青
嵐

１９
中
学
校
の
建
て
替
え
工
事
に
着
手

し
ま
す
。
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て

は
、
快
適
で
安
全
な
教
育
環
境
の

確
保
だ
け
で
は
な
く
、
生
涯
学
習

や
地
域
活
動
、
災
害
時
の
避
難
場

所
等
、
市
民
の
皆
様
に
広
く
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
田
無
第
四
中
学
校
校
舎

耐
震
補
強
工
事
、
明
保
中
学
校
体

育
館
大
規
模
改
造
工
事
お
よ
び
田

無
小
学
校
・
芝
久
保
小
学
校
体
育

館
の
大
規
模
改
造
工
事
の
実
施
設

計
を
行
う
ほ
か
、
平
成　

年
度
開

１８

設
に
向
け
、
言
語
の
通
級
指
導
学

級
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
普
通
学
級
に
進

学
す
る
障
が
い
（
害
）
児
の
介
助

員
設
置
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
の

懇
談
や
先
進
自
治
体
の
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

教
育
内
容
の
充
実
と
し
て
は
、

地
域
に
開
か
れ
た
特
色
の
あ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
分
野
に

精
通
す
る
地
域
の
人
材
を
地
域
教

育
協
力
者
と
し
て
学
校
に
招
き
、

実
践
的
な
指
導
を
通
じ
て
、
わ
が

国
や
諸
外
国
の
文
化
と
伝
統
を
尊

重
す
る
心
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
小
中
学
校
に
配
置
し

て
い
る
外
国
人
英
語
指
導
補
助
員

に
つ
い
て
、
小
学
校
高
学
年
の
時

間
数
充
実
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
と
人
間
理
解

の
深
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
学
校
と
同
様
、
小

学
校
に
も
１
人
１
台
の
割
合
と
す

る
パ
ソ
コ
ン
配
備
を
計
画
的
に
進

め
、
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る

能
力
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
１
年
生
ク
ラ
ス

に
お
け
る　

人
程
度
の
少
人
数
学

３０

級
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
は
い
ま
す
が
、
現
行
制
度

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
展

開
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

※
３
面
に
続
く

平成１８年の完成を
目指す体育館

４月２９日に開園した西東京いこいの森公園


